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読者のページ読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

◎広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、総社市への思い、あなたの身近な出来事
など好きなことをお書きください。絵も受け付けています。

今 月 の 表 紙

おたより待ってます

散歩で備中国分寺へ来た、
ひかり保育園の園児。春の花
を見つけて楽しんでいた。

■お昼寝前に子どもに絵本を
読んであげている。子どもよ
りも親の方が興味をもってし
まい、次は何を読もうか本気
になって本を探している。
■お引っ越し～。４月から広
報そうじゃ編集室が引っ越す
ことに。２階から３階へ。少
しだけ足腰が鍛えられるかも。
■今月の編集は２月から始ま
った。が、イベントや行事も
多く、紙面の変更もあり、２月
はあっという間にいってしまっ
た。「２月は逃げる」。実感！

※投稿いただいた記事は紙面の都合上一部編集させて
いただくことがあります。あらかじめ御了承ください。

編 集 後 記

［今月の催し物］

夫婦がいい関係でいるための３つの
秘
ひ

訣
けつ

は「責めない」「束縛しない」「思
いやる」。もとは他人だと思えば腹も
立たない…。見方をちょっと変えれば、
もっといい関係になれるのが夫婦。橋
田壽賀子流、夫婦の極意を伝授します。

橋田壽賀子著　大和書房
●おとぎのへや
日時 ４月７日g、午後３時から
内容 絵本の読み聞かせなど

●おはなしのへや
日時 ４月１４日g、２１日g、い

ずれも午後３時から
内容 絵本の読み聞かせなど　

●乳幼児のための読み聞かせ
日時 ４月２４日c、午前１０時か

ら
内容 絵本の読み聞かせなど

●アニメのへや
日時 ４月２８日g、午後３時から
内容 アニメの上映

早 ね早おき朝ごはん　①早ね早おき
はらだゆうこ絵と文　汐文社

元気のためには十分な睡眠が欠かせ
ない。睡眠不足が原因で生じる体のト
ラブルや、早寝早起きができるように
なるためのコツ、身につけたい朝の習
慣などを、イラストでわかりやすく解
説する絵本。

夫 婦は、「ありがとう！」

分野 書　　　　名 著者・出版社名

歴史　苗字と名前を知る事典　 奥富敬之・著　東京堂出版

地図 「世界地図」の誕生 応地利明・著　日本経済新聞出版社

民俗 最後の職人伝 塩野米松・著　平凡社

法律　よくわかる！民法　 ＰＨＰ研究所

生活　それでも「好きなものだけ」食べさせますか？　

田中葉子鈴木正成・著　日本放送出版協会

環境　水問題の重要性に気づいていない日本人　

橋本淳司・著　ＰＨＰ研究所

技術　放射線と放射能　 安斎育郎・著　ナツメ社

医学　これだけは知っておきたい子どもの病気と薬の知識　

稲毛康司・著　法研

生活　繕いノート　 勝屋まゆみ・著　文化出版局

料理　炊飯器１０倍活用レシピ　 阿部剛子・著　文化出版局

文学　司馬遼太郎と寺社を歩く　 司馬遼太郎・著　光文社

文学　もう一度会いたい　 小杉健治・著　日本放送出版協会

文学　世間の辻　 澤田ふじ子・著　幻冬舎

文学　キララ、探偵す。 竹本健治・著　文芸春秋

文学　喪失　 森村誠一・著　徳間書店

文学　ドアＤ　 山田悠介・著　幻冬舎

文学　ガリレオの小部屋　 香納諒一・著　実業之日本社

文学　１００万分の１の恋人　 榊邦彦・著　新潮社　

文学　最愛　 真保裕一・著　新潮社

文学　決戦川中島　 松本清張・著　一草舎出版

文学　でかい月だな　 水森サトリ・著　集英社

文学　異人館　 レジナルド・ヒル・著　早川書房

文学　ひつじ探偵団　 レオニー・スヴァン・著　早川書房

［今月の新刊］
駐車場名 駐車時間 4 5 6 7 8 ９月

東公民館服部分館 15:00～15:30 10 8 5 3 7 4

昭和公民館下倉分館 15:30～16:00 4 9 6 4 1 5

昭和出張所 14:00～14:30
5 10 7 5 2 6

清梁園 15:00～15:30

常盤たんぽぽ児童クラブ 14:10～14:30
7 12 9 7 4 8

桃山団地集会所 15:00～15:40

大谷公会堂 14:30～15:00
17 15 12 10 14 11

西公民館秦分館 15:30～16:00

東阿曽公会堂前 14:30～15:00
11 16 13 11 8 12

東公民館阿曽分館 15:20～16:00

豪渓駅前 14:30～15:00
12 17 14 12 9 13

中央公民館池田分館 15:30～16:00

ゆめタウン 15:00～15:30
13 11 15 13 10 7

西公民館神在分館 15:35～16:15

山手公民館 10:00～10:30
21 19 16 14 11 15

清音公民館 11:00～11:30

日羽公民館 10:30～11:10

西公民館新本分館 14:00～14:30 8 6 3 1 5 2

中央公民館総社北分館 15:00～16:00

西公民館山田分館 14:30～15:00
18 23 20 18 15 19

西公民館久代分館 15:30～16:00

旧ＪＡ三須支店 10:30～11:10

槁集会所 14:00～14:20
22 20 17 15 19 16

昭和公民館富山分館 14:40～15:00

種井公会堂 15:20～15:40

［自動車文庫巡回日程（４月～９月）］

市図書館 か ら の 
　　　 お 知 ら せ 

問い合わせ 市図書館（1(3４４２２） 開館時間 ９：００～１８：００
休館日 ４月２日、９日、１６日、２３日、２９日、３０日、

５月３日、４日、５日、７日今
年
は
身
を
切
る
よ
う
な
寒

さ
を
感
じ
な
い
ま
ま
、
桜

前
線
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。総

社
の
桜
と
い
え
ば
大
野
の
桜

で
す
が
、
私
は
軽
部
山
の
山
桜
が

好
き
で
す
。
総
社
南
高
か
ら
南
に

進
み
、
そ
の
道
の
正
面
石
に
見
え

て
い
る
山
が
軽
部
山
で
す
。
山
桜

で
す
か
ら
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
少

し
遅
れ
て
咲
き
ま
す
。
奈
良
の
吉

野
の
桜
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん

が
、に
ぎ
や
か
に
咲
い
て
ま
す
よ
。

私
は
、
こ
れ
を
見
る
と
、
う
れ
し
く

な
り
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
車
を
止
め
て
見
て

み
て
く
だ
さ
い
。

軽
部
山
を
、
吉
野
の
よ
う
に
桜
で
い

っ
ぱ
い
に
し
て
み
た
い
（
無
理
で
す
が
）

と
い
う
気
も
し
ま
す
が
、
で
も
、
あ
り

の
ま
ま
だ
か
ら
感
動
す
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
よ
ね
…
…
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
山
桜
さ
ん
）

●

３
月
３
・
４
日
に
長
良
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
長
良
ふ
れ
あ

い
祭
り
に
、
生
花
で
作
っ
た
「
祭
り
！
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
い
う

作
品
を
出
品
し
、
多
く
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
品
を
出
品
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

「
お
ひ
な
さ
ま
」、
端
午
の
節
句
〜
こ
い

の
ぼ
り
〜
」、
吉
備
路
の
春
〜

五
重
塔
〜
」
と
続
き
今
年
で
５

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

生
花
を
使
っ
た
作
品
の
た

め
、
材
料
や
使
う
小
物
な
ど
準

備
万
端
で
、
祭
り
前
々
日
の
朝

か
ら
約
１０
時
間
掛
け
て
、
メ
ン

バ
ー
６
人
で
一
気
に
作
り
ま
し

た
。
作
品
の
主
役
は
お
神み

輿こ
し
で

す
。
平
行
に
並
べ
た
２
本
の
竹

の
上
に
酒さ

か

樽だ
る
を
置
き
、
花
を
生

け
、
最
後
に
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ

カ
で
お
神
輿
の
頂
上
に
あ
る
鳳ほ
う

凰お
う
を
表
現
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
す
し
お
け
や
一い
っ

升
し
ょ
う
ま
す
、
植
木
鉢
、
法は
っ

被ぴ

な
ど
メ
ン

バ
ー
の
家
に
あ
る
も
の
を
使
い
、
２０
も

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
品
を

作
り
、
そ
れ
を
組
み
上
げ
て
、
ま
つ
り

の
雰
囲
気
を
出
し
ま
し
た
。

最
初
の
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
の
作
品
が

派
手
な
も
の
で
あ
っ
た
の
と
、「
お
ひ

な
さ
ま
」
は
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
に
も

飾
ら
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
見
に
来
ら
れ
る

人
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
。「
そ
れ
以
上
の
も
の
を
作

ら
な
い
と
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
、
わ
れ
を
忘
れ

て
楽
し
ん
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
大
尾
妙
子
さ
ん
・
西
阿
曽
）

軽部山のふもと。大覚寺付近の桜

見る人見る人が、「すばらしい」と口をそろえる




